
テムまで分野横断的に研究を行っていました。後半はマ

ルチメディア分野に移り，DVDやハイビジョン画像のデ

ジタル圧縮装置など，いろいろと面白い研究をしました。

ただ，マルチメディア分野は，ユニークな技術はできて

も，それがなかなか事業には結びつかないのが悩みの種

でしたね。当時私はユニットリーダーでしたから，依頼

研究元を探してきたり，新事業を企画したり，まさにマネ

ジメント的な仕事もしなければならなかったんです。そ

れを知ってか，当時の中村道治所長（現フェロー）から，

日立本社の新事業推進室で新しい事業の創出に挑戦して

みてはどうかと言われ，1997年にそちらへ移りました。

竹内 どんな新事業を手がけたのですか。

木下 電子書籍の配信事業です。シャープさんが液晶の

ビューワを，われわれが配信システムやセンターシステ

ムを担当し，大手書店さんなどとともに「電子ブックコ

ンソーシアム」を結成して事業展開を図りました。でも，

結局，成功はしませんでした。著作権の問題や，当時は

まだ作家の方々から電子配信への理解が得にくかった点

などが，足かせとなったんです。そういう事業内容その

ものとは関係のない部分でビジネスの成否が決まること

もあるんだと，実感させられた経験でした。私自身，新

事業ということで，つい話題性のあるものに目が向いて

しまったこと，また，研究者の発想で，技術さえあれば

何とかなると考えていたのも甘かったのでしょう。

竹内 約10年前ですから，早すぎたのではないですか。音

楽配信などが普及している現在なら，成功していたかも

技術さえ良ければ製品化ができるわけではない。ひとりだけの

力では事業化は進まない。一見，あたりまえのようだが，そういっ

たことは，成功と失敗の積み重ねからしか身に付いてこない。そ

もそもベンチャーとは何なのか？ベンチャーに不可欠な戦略と

は？今回は，「ベンチャー成功の秘訣」を木下泰三さんに伺う。

事業の成否は，技術以外の要素で決まる

竹内 ベンチャーカンパニーのトップを務めていらっしゃ

いますが，以前からマネジメントに興味をお持ちだっ

たのですか。

木下 大学では確率制御理論などの研究をしていて，も

ちろん研究者を志していました。ただ，どちらかという

と，技術を俯瞰（ふかん）的に見て解説したり，幅広い

視点で技術の連携を考えたりすることが好きで，孤独に

一つの技術を追求する研究者というタイプではなかった

ですね。そういう意味で，マネジメントに向いている要

素は持っていたのかもしれません。学生時代には，サッ

カーでチームワークを学び，音楽バンドの活動で先端

ウォッチャーとしてのマインドを醸成しました，格好よ

く言えば（笑い）。それらが，社会人になってから，チー

ムで行う研究や事業，技術分野で先端ニーズや技術の方

向性を探ることに役立ってきたと思います。

竹内 日立に入社してからは，どのような研究を。

木下 まず中央研究所で16年あまり研究者生活を送りま

したが，前半は光伝送技術に関して，デバイスからシス
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ユビキタス以後の情報基盤を担う
新事業への挑戦
木下泰三 日立製作所ワイヤレスインフォベンチャーカンパニーカンパニー長＆CEO
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しれません。そう考えると，事業の創出というのは難し

いものですね。時代に後れてはいけないし，新しすぎて

も周囲がついてこない。

木下 たしかにそうだと思います。事業をおこすうえで，

中心となる技術が優れているかどうかは大事なポイント

です。でも，その事業の成否を決めるのは，むしろ技術

以外の要素によるところが大きい。それが，新事業推進

室の経験から学んだことの一つです。

それで2年後に中央研究所に戻り，4年間マルチメディ

ア研究部門の部長として，携帯電話を利用した通訳シス

テムをはじめとする新事業の開発や，研究マネジメント

に取り組みました。さまざまなことにチャレンジしまし

たが，特に力を入れたのは研究の応用発展で，ミューチッ

プ，指静脈認証など，研究の視点の転換や，異なる部門

との連携を図ることで，研究内容の発展や実用化をサ

ポートしました。

ベンチャーカンパニー設立へ

竹内 そういうさまざまな経験を生かして，今の事業を

始められたのですね。

木下 日立はマーケティング戦略や，新事業への取り組

みの強化を図る目的で，2001年から「コーポレートシニ

アスタッフ」というポストを設置していました。私は，

その第2期生の一人として2003年に任命され，新事業の選

定，立ち上げに向けたマーケティングや戦略の策定を行

うことになったんです。事業の内容や期間に関する条件
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木下泰三（きのしたたいぞう）
1981年日立製作所入社，中央研究所で次世代通信とマルチメディアの
研究開発に従事し，その後，新事業推進室，中央研究所マルチメディア
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は，かなり厳しいものでしたが，中央研究所で温めてい

た幾つかのテーマの中から，市場規模はあまり大きくな

くても将来性があることから無線LAN技術の付加価値ビ

ジネスを選び，2004年1月1日，コーポレートベンチャー

として，ワイヤレスインフォベンチャーカンパニーを設

立しました。

竹内 事業の内容について，詳しく教えていただけますか。

木下 大きく分けて“AirLocation”と“AirSense”という

二つのシステムを提供しています。どちらも無線LAN技

術と，アクティブRFID（Radio-Frequency Identification）

タグを応用したものです。アクティブRFIDタグというの

は，電源を持っていてみずから電波を発し，情報を送信

するRFIDタグです。これに対して，ミューチップのよう

に，電源を持たず，リーダからの電波を利用して情報交

信するタイプをパッシブRFIDタグと言います。われわれ

の，無線LANを活用したアクティブRFIDタグは，ほかに

はない日立だけの製品です。

そのアクティブRFIDタグや，無線LAN端末を利用した

位置検知システムが“AirLocation”です。無線LAN端末は，

PDA（Personal Digital Assistant），IP（Internet Protocol）無線

LAN電話，PC，ハンディリーダなど，標準規格に準拠し

た機器であれば何でも利用でき，屋内でも屋外でも，特

定の範囲内にある端末の位置を瞬時に把握できます。会

社や施設，工場などで，資材や機器の位置，人員の所在

などを把握できるようにすることで，作業効率向上やセ

キュリティ管理の強化が図れます。



自分が勝負するフィールドを選ぶ

竹内 先ほどの電子書籍と比べると，電子書籍の方が華

やかだし，すぐに事業化できるような印象がありますが，

実際にはこういう製品やサービスの方がうまくいくので

しょうか。

木下 それはおそらく，「どこがやるのか」という要素が

関係することだと思います。事業の成否は技術以外の部

分によるところが大きいと言いましたが，その中には営

業チャネルやブランド力も含まれる。事業には大きく分

けてコンシューマ分野向けと産業分野向けがあって，ど

ちらかというと公共・企業産業分野に強い日立の営業チャ

ネルや，信頼のブランドを生かすなら，やはり後者のほ

うが向いているのだと思います。コンシューマ分野向け

のように，爆発的な規模拡大は期待できませんが。

竹内 産業・公共分野のほうが，安定しているし，日立

らしさが生かせるということですね。本の世界にも似て

いるところがあって，一般向けの本はベストセラーが出

やすいけれど，ベストセラーは狙って出せるものではあ

りません。売れなければそれきりです。逆に，科学書の

ようなジャンルは，爆発的に売れることはなくても，コン

スタントに読んでいただけて，出版不況にも強いんです。

木下 自分の勝負するフィールドを選ぶことは，個人に

とっても企業にとっても，成長戦略の中できわめて重要

ですよね。経済の分野では，競争が激しく価格競争の消

耗戦が繰り広げられる市場を「レッドオーシャン」，ニッ

チでもオンリーワンの価値を発揮できる市場を「ブルー

オーシャン」などと表現しますが，ベンチャーはやはり

ブルーオーシャンをフィールドとしなければ成功しない

と思います。次に重要なのがノルマンディー作戦，いわ

ゆる一点突破です。例えば“AirLocation”なら，ビル，工

場施設，病院，ショッピング・流通系，セキュリティ・

入退出管理など，いろいろな市場セグメントがあって，

それぞれにおいて力を発揮できると考えています。アク

ティブRFIDタグと無線LAN技術の付加価値ビジネスはオ

ンリーワンの価値があるので，あとはその中から，ある

いはまったく別の分野でもいいのですが，ブルーオーシャ

ンを一つ見つけ出さなければいけない。そして，そこ

もう一つの“AirSense”は，センサネット情報システム

です。温湿度や加速度などのセンサと電池を備えたセン

サノードを施設内のあちこちに設置して，そこから発信

される情報を一元管理するもので，実際に稼働している

例では，食品工場の環境管理に威力を発揮しています。

最近，食品の安全を守るため，製造工程での衛生管理手

法HACCP（Hazard Analysis and Critical Control Point）が

広く普及しつつあります。その中には温度や湿度などの

管理の徹底も含まれていて，記録を残す必要もある。け

れど，従来のように人が行っていたのでは負担が大きい。

そこで，“AirSense”を利用すれば，効率的，確実，かつ低

コストでそれらの情報を収集できるわけです。“AirSense”

では，無線LAN技術の中でもZigBeeという最新の規格を

採用しているので，無線をさえぎる障害物があるような

場所でも，マルチホップ無線ネットワークで自律的に中

継局を経由しながら効率よく通信を行えます。ZigBeeは

消費電力が少ない点でもセンサネットに向いていて，セ

ンサノード本体の低消費電力化との相乗効果によって，

センサノード1個が電池交換なしで約4年間稼働します。

竹内 これは将来的に，家庭での利用も視野に入れてい

るのですか。

木下 どちらかというと産業分野での利用が中心になる

でしょうね。ただ，リストバンド型のセンサノードもあっ

て，それは個人利用も考えられます。現在のエントリー

モデルは温度，加速度，脈拍をセンシングできるもので，

腕につけておけば，平常時の動きと，急に倒れたときな

どの異常時の動きを識別できるんです。まずは老人福祉

施設での高齢者見守りシステムなどへの応用を想定して，

幾つかの実証実験を通じてデータマイニングを行ってい

るところです。もっと夢のある話をすると，例えばこれ

をつけた竹内さんが家に帰ったとき，体温が高ければ自

動的に冷房が動き，快適な室内環境になるといったシス

テムも可能になるかもしれない。

竹内 汗をかいていれば，自動的にお風呂が沸いている

とか（笑い）。

木下 「人が歩けば，自動的に周囲の環境が変わっていく」

という世界の実現もありえるでしょうね。

06 2007.04

FRONTLINE 



知覚化することで，意味や価値を持たせるビジネスだと

言うことができそうですね。過去の対談でも何度かキー

ワードになっていますが，「モノからコトへ」の価値の移

行は，社会全体の大きなうねりですから，アフターユビ

キタスへ向けて，市場の拡大も期待できるのではないで

しょうか。

木下 そうあってほしいと願いますが，そのチャンスを

逃さないためにも，中央研究所に入ったときに先輩から

教えられたことばを今でも大切にしています。“More

Active，More Free”――自分で「これはできない」と仕

事の枠を狭めず，アクティブにいろんなことに挑戦すべ

きである。それは仕事の量も増やすが，一方で自分の自

由度も高める，つまりチャンスも広げるという意味です

ね。そのことばとともに，「大胆かつ慎重」というベン

チャーマインド，きわめて大胆に発想し，実際の事業で

は綿密な計画の下で慎重に行動するということを肝に銘

じて，事業の発展をめざします。

ブルーオーシャンの戦場におけるノルマンディー作戦。それ

がベンチャー成功の秘訣ということだ。“AirLocation”と

“AirSense”は，日立でしかできないアクティブRFIDを武器に

して，見事なまでの成功を収めつつある。しかし，木下さんは，

すでに「次なる戦場」を見据えて，果敢に前哨戦に突入してい

るようにお見受けした。それは，もしかしたら，「ベンチャー」な

らではの機動力の表れなのかもしれない。

で圧倒的なシェアをとってしまうんです。一点において

突き抜けると，次の横展開は比較的スムーズにいきます。

成功しているベンチャー企業を見ていると，みんなその

戦略をとっていますね。だからわれわれも，あらゆる可

能性の中から一つを選択しなければならない。

竹内 私も最初は幾つかのジャンルの作品を書いていま

したが，あるときから科学書の依頼ばかり来るようにな

り，科学書分野に特化してしまった。これは，知らず知

らず一点突破をしていたということなのかもしれないで

すね。

木下 それで名前が知られると，ほかの分野やほかのメ

ディアでも注目されますよね。ただ，竹内さんのように

一点突破できればいいのですが，いざ自分がフィールド

を選ぶ段になると，本当に悩むものです。

世界中のフィジカルデータを体系化し，価値を持たせる

竹内 一点突破したその先の展望についてはいかがですか。

木下 少し大きな話になりますが，Google風に言うなら

ば，フィジカルインフォメーション企業として，世界中

のフィジカルデータを体系化し，有益に活用できるよう

にしたいという目標を持っています。センサノードは，

いわば「デジタル百葉箱」で，そこから集められたフィ

ジカルデータに，日立の強みであるデータマイニング技

術，ミドルウェア技術などを活用した処理を施すことで，

さまざまな価値を持たせるんです。

ユビキタス情報社会の到来によって，われわれは匿名

性，時間や場所の制約からの解放という新しい武器を手

にしました。しかしそれは新たな問題も引き起こしてい

て，アフターユビキタスでは逆に，T I L S（T i m e，

Identification，Location，Senser），つまり「いつ・誰が（何

が）・どこで・どうなっているか」を把握できる情報基

盤の構築が求められています。われわれはロケーション

事業とセンサネット事業で，その中のLとSを担おうとし

ている。これは今後の社会に欠かせない基盤となる可能

性を持っています。

竹内 お聞きしていると，ワイヤレスインフォの事業は，

「状態」や「変化」などの「コト」をITによって可視化・
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